


 

2020 年度砥粒加⼯学会学術講演会(ABTEC2020)開催案内 
砥粒加⼯学会 ABTEC2020 実⾏委員会 

 

会 期︓2020 年 9 ⽉ 9 ⽇(⽔)，10 ⽇(⽊)，11 ⽇(⾦) 
会 場︓秋⽥県⽴⼤学 本荘キャンパス （秋⽥県由利本荘市⼟⾕字海⽼ノ⼝ 84-4） 

今年の ABTEC2020 は、令和 2 年 9 月 9～11 日、秋田県由利本荘市の秋田県立大学 本荘キャンパスにおい

て開催いたします。秋田県も協力し、下記のように佐竹知事からも ABTEC 開催の応援メッセージを頂きました。

秋田を、東北を盛り上げ、新しい産学官連携が生まれる ABTEC2020 となるように、秋田ならではの企画を準備し

て、皆様のご参加をお待ちしております。 

秋⽥県・佐⽵知事からのメッセージ 
  来年度、全国各地から多くの皆様をお迎えして、「砥粒加⼯学会学術講演会」が秋⽥県で開催されることは誠に喜
ばしく、⼼から歓迎申し上げます。 

  貴学会におかれましては、１９５７年の設⽴以来、今⽇まで６０年以上の⻑きにわたり、砥粒技術をはじめとして、
⼯具、計測、マイクロ・ナノ加⼯など、精密加⼯に関わる技術の進歩に向けた活動を展開されるとともに、積極的に産学
官連携を推し進め、⽇本のものづくり産業の発展に⼤きく貢献してこられており、その取組に対し深く敬意を表します。 
 現在、ものづくりの現場は、急激な少⼦⾼齢化を背景として、⼈材不⾜が深刻な課題となっており、ＩＣＴ等の活⽤
による現場の効率化や⽣産性の向上が求められるとともに、Society5.0 の実現に向け、ＡＩやＩｏＴなど先端技術
への対応が必要となっております。 

 こうした中、本⼤会において、研究者・技術者の皆様が、加⼯に関する新技術や研究成果を数多く発表し、討論や
意⾒交換が⾏われることは、ものづくり現場をはじめ、我が国の基盤技術の発展に⼤きく寄与するものと確信しております。 

  本県では「⼈⼝減少社会の克服」を最重要課題に、「第３期ふるさと秋⽥元気創造プラン」に基づく施策・事業を実
施しており、産業⾯においては、航空機、⾃動⾞、新エネルギー、医療福祉、情報の５つを今後も拡⼤が⾒込まれる成
⻑分野と位置づけ、県内企業の参⼊促進や競争⼒強化に向けて重点的な⽀援を⾏っているところであり、ものづくり産
業の基盤強化につながる皆様の取組と貴学会との連携に⼤いに期待しております。 

  秋⽥県は、世界遺産の⽩神⼭地や⽇本⼀深く神秘的な⽥沢湖など雄⼤で美し
い⾃然に加え、⼭奥の秘湯「乳頭温泉郷」や、ナマハゲの本場「男⿅温泉郷」など、
実に多くの温泉を有しております。 

  また、本場の「あきたこまち」をはじめ、きりたんぽ鍋、稲庭うどん、いぶりがっこ等の郷
⼟⾷、おいしい地酒など、豊かな⾷⽂化にも恵まれておりますので、ぜひともこの機会
にご堪能いただければ幸いに存じます。 

  結びに、本⼤会の成功と貴学会の益々のご発展をお祈り申し上げるとともに、来
年、多くの皆様が秋⽥にお越しくださることを⼼よりお待ちしております。 秋⽥県知事 佐⽵ 敬久 
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